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氣

ぶ
・

中
間
処
分
場
の
果
た
す
窃

　
　
廃
棄
物
の
減
量
化
や
再
資
源
化
を
進

　
雛
纏
礎
襟

　
間
処
分
場
）
が
果
た
す
役
割
は
決
し
て

　
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
関
東
周
辺
で
は

　
今
だ
に
何
で
も
焼
却
す
る
だ
け
と
い
う

　
「
野
焼
き
業
者
」
の
多
い
中
で
、
缶
・
ビ

　
ン
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
再
資
源
化

　
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
間
処
分
場
が
あ

　
る
と
聞
い
て
、
出
掛
け
て
き
ま
し
た
。
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い
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ソ
ク
を
成
形
す
る
機
械

　
弱
電
メ
ー
カ
ー
の
立
ち
並
ぶ
横
浜
市

都
筑
区
の
工
業
団
地
の
一
角
に
、
株
式

会
社
デ
ス
ポ
の
近
代
的
な
工
場
が
そ
び

え
建
っ
て
い
ま
す
。
河
合
工
場
長
に
案

内
し
て
い
た
だ
い
て
見
学
し
ま
し
た
。

　
一
階
で
は
搬
入
さ
れ
て
く
る
廃
棄
物

の
中
か
ら
、
缶
・
ビ
ン
、
金
属
類
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
分
類
し
、
残
っ
た
可
燃

物
を
焼
却
し
て
い
ま
し
た
。
焼
却
に
は

特
に
気
を
使
い
、
有
害
物
質
が
大
気
中

に
出
な
い
よ
う
に
何
度
も
改
良
を
加
え

た
そ
う
で
す
。

　
目
指
す
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
生
場
は
、

三
階
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
細
か
く
砕
い
て
、
顔
料

を
加
え
熱
処
理
を
し
て
、
イ
ス
や
ク
イ

な
ど
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
一
口
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
い
っ
て
も
、

そ
の
種
類
は
多
種
に
わ
た
り
ま
す
。
そ

し
て
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
・
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ

ン
以
外
の
物
が
大
量
に
混
入
す
る
と
、

溶
融
温
度
に
差
が
あ
る
た
め
「
す
」
が

欝
戴

入
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
、
コ
ス
ト
の
問

題
と
と
も
に
原
料
の
選
別
も
頭
の
痛
い

問
題
で
す
。

　
紙
ゴ
ミ
や
金
属
ゴ
ミ
と
比
べ
る
と
、

材
質
や
色
、
形
状
な
ど
、
ま
さ
に
星
の

数
ほ
ど
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
か
ら
、

安
価
で
質
の
よ
い
再
生
品
を
作
り
出
す

た
め
に
は
、
「
行
政
・
メ
ー
カ
ー
・
消
費

者
が
一
体
と
な
っ
た
施
策
が
必
要
」
な

わ
け
で
、
そ
れ
に
よ
る
コ
ス
ト
負
担
で

一
時
的
に
経
済
活
動
が
停
滞
し
て
も
、

地
球
環
境
を
守
る
為
に
は
や
む
を
得
な

い
と
い
う
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
が
必
要
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　
便
利
さ
、
手
軽
さ
の
裏
側
に
あ
る
も

の
を
、
今
後
も
考
え
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
山
岡
秀
明
）

持ち込まれた廃棄物を選別する

色



山
　
「
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
っ
て
、
い
つ
頃
か
ら
や

っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
？
」
と
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
あ
、
昔
は
「
リ
サ
イ
ク

ル
」
な
ん
て
い
わ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
が
…
。

　
江
戸
時
代
か
ら
足
立
区
の
農
家
で
は
、
冬

場
の
副
業
と
し
て
江
戸
の
街
か
ら
排
出
さ
れ

　
　
　
　
　
　
す
き
か
え
し
か
み

る
古
紙
を
使
っ
た
、
漉
返
紙
（
再
生
紙
）
作

り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
博
物
館
に

は
、
当
時
の
作
業
現
場
や
、
再
生
紙
が
積
み

上
げ
ら
れ
て
い
る
紙
問
屋
が
復
元
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
作
業
場
に
入
る
と
、
セ
ン
サ
ー
が
人
に
反

応
し
て
案
内
の
テ
ー
プ
が
流
れ
て
、
説
明
し

て
く
れ
ま
す
。
紙
す
き
場
に
は
大
き
な
水
槽

が
あ
り
、
そ
の
前
に
は
足
が
ス
ッ
ポ
リ
入
る

か
な
り
深
い
カ
メ
が
埋
め
込
ん
で
あ
り
ま

す
。
冬
の
寒
い
時
そ
こ
に
入
り
寒
さ
を
避
け

る
た
め
に
作
っ
た
そ
う
で
、
当
時
の
生
活
の

知
恵
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
す
い
た
後
は
と
な

り
に
あ
る
ロ
ー
ラ
ー
で
紙
を
伸
ば
し
ま
す
。

出
来
た
再
生
紙
は
ち
ょ
っ
と
厚
め
。
主
に
チ

リ
紙
・
ぞ
う
り
の
芯
や
張
り
子
な
ど
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
は
ほ
か
に
も
、
足
立
区
の
歴
史
や

お
祭
り
の
山
車
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
建
物
の
外
に
は
広
い
庭
園
も
あ
る
の

で
、
ゆ
っ
く
り
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
ひ
と
味
違
っ
た
博
物
館
へ
、
た
ま
に
は
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

¶ 足立区立郷土博物館

足立区大谷田5－20－1

容03・3620・9393
休館日　毎週月曜日

入館料　一般200円

　　　　小・中学生100円

JR亀有駅北口より東武バス

・六ッ木都落行き博物館前下車

・六ツ木団地・八潮車庫・木曽根行き

大谷田五丁目下車徒歩五分

β織鞠
　
犠

聴Pg、細
1勲鰍

●日時10月28日（月）

　　　～10月31日（木）

　　　午前10時～午後5時
　　　（最終日は午後4時まで）

●会場パシフィコ横浜

　　　展示ホール・屋外展示場

●入場料一般1，000円

　　　　学生500円
　　　　団体（10人以上）800円

●主催第7回国際廃棄物会議

　　　実行委員会

詫
冨
鍵
〆

　
噸
一
事慧監獄鰯1

　紙問屋の帳場。奥に再生紙が積まれている

熱
．

聰
会轟

講醗　強
　　ウエステック’96

住みよい日本と

＼きれいな地球老

1（3⊃

鼻』
◎

リサイクルデザインも出展

します。展示会当日はリサ

イクルデザイン編集スタッ

フも参加する予定ですので、

ぜひ会場に出かけて、声を

おかけください。

●コ ピー用紙 （新聞古紙90％の再生紙） 平成8年8月現在

サイズ 入数 規格 1・2ケース 3・4ケース 5～9ケース
白（白色度70％） 2，100円 2，000円 1，930円A4 2500枚 ピンク・イエロー・グリーン・サーモン 3，660円 3，480円 3，120円

白（白色度70％） 3，200円 3，180円 2，800円
B4
2500枚 ピンク・イエ。一・グリーン

Tーモン・パープル・ブルー
5，000円 4，800円 4，680円

B5 5000枚 白　（白色度70％） 3，200円 3，160円 2，780円

A3 1500枚 白　（白色度70％） 2，590円 2，560円 2，250円

●コンビ・願夕用紙（騨矯錨緻ぜ 横浜市資源 リサイクル事業協同組△
入数 規格 5～9ケース

口

2000枚 白 （白色度70％）　2，900円 TEL　O45－316－4050 FAX 045－316－6050
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亜
凝

　
　
　
③
う
ち
わ
挿
し

　
す
中
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

　
か
の
芯
や
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
丸

生
筒
な
ど
を
入
れ
て
ま
わ
り
を
包

晒
を
ん
で
か
ら
・
上
下
も
同
・
く
バ

第
鷲
難
髪
み
軽

花
丸
い
小
石
を
中
に
入
れ
た
り
、

　
『
壁
か
け
用
に
は
同
色
の
リ
ボ
ン

　
　
　
を
つ
け
た
り
し
ま
す
。

　
　
▼
一
枚
の
花
ゴ
ザ
座
布
団

　
夏
の
間
お
世
話
に
な
っ
た
花

ゴ
ザ
の
座
布
団
、
縁
が
ほ
つ
れ

た
り
し
て
使
え
な
く
な
っ
た
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
花
ゴ

ザ
の
模
様
や
雰
囲
気
を
生
か
し

た
小
物
は
、
ど
の
部
屋
に
も
不

思
議
と
よ
く
似
合
い
ま
す
。

　
▼
花
ゴ
ザ
織
り
の
小
物
た
ち

①
花
瓶
敷
＆
②
金
魚
の
日
除
け

　
好
み
の
大
き
さ
に
切
り
と
っ

て
か
ら
、
上
下
左
右
の
順
に
バ

イ
ヤ
ス
を
く
る
む
よ
う
に
貼
り

つ
け
る
だ
け
で
す
。

①
花
瓶
敷
＆
②
日
除
け

端をテープでとめる

④
本
の
カ
バ
ー

　
地
図
帳
の
よ
う
に
長
年
使
う

も
の
は
カ
バ
ー
が
傷
み
ま
す
。

ま
わ
り
を
ぐ
る
り
と
（
上
下
左

右
の
順
）
バ
イ
ヤ
ス
で
く
る
ん

で
か
ら
、
本
の
裏
で
貼
り
つ
け

ま
す
。

裏

③
う
ち
わ
挿
し

　
バ
イ
ヤ
ス
で
く
る
む

’

⑤
名
刺
入
れ

　
全
体
を
バ
イ
ヤ
ス
で
く
る
む

の
で
す
が
、
③
の
部
分
を
先
に
、

次
に
⑤
の
部
分
を
く
る
み
ま
す
。

最
後
に
両
側
を
め
だ
た
な
い
糸

で
縫
い
ま
す
。

裏

上下は本より長めに

　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
加

　
　
　
　
　
本

　
　
　
　
　
④

本
の
大
き
さ

◎

　　　↑”一幽’’’”

@裏⑤
@　　↓＿，，，，＿＿，一，』；ヲう’ジヲヲヲヲ∋’ラ，吻

⑥一

⑥
メ
モ
用
紙
入
れ

　
先
ず
全
体
を
バ
イ
ヤ
ス
で
く

る
み
ま
す
。
次
に
い
草
カ
バ
ー

と
メ
モ
の
間
に
、
薄
い
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
板
（
梱
包
用
の
も
の
を

リ
サ
イ
ク
ル
）
を
貼
り
つ
け
て

お
く
と
、
こ
れ
が
下
敷
き
代
わ

り
に
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
ほ
か
に
汚
れ
た
フ
ァ

イ
ル
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
ピ

ッ
タ
リ
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
花
ゴ
ザ
の
座

布
団
、
我
が
家
で
は
二
年
前
に

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
が
、
も

し
私
が
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
捨

て
ら
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
エ
コ
サ
イ
ク
ル
家
事
研
究
家

　
　
　
　
　
　
　
　
島
秀
子

注
1
　
固
定
は
す
べ
て
両
面

テ
ー
プ

注
2
　
舅
部
分
は
す
べ
て

バ
イ
ア
ス
テ
ー
プ
。
絵
柄
と
同

じ
色
（
い
草
色
や
紺
色
）
の
も

の
が
良
く
合
う
と
思
い
ま
す
。

は糸で縫う⑤名刺入れ

マ戸ックテープ、

一鴛’…”…”μ’…’……7　　＼露　　　メモ用紙 …
…
…
…
5
5
二7’’’”

薄
手
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

⑥メモ用紙入れ

わなカ　
　
　
る

　　

繍　　
第
屠

かん審よ餐

　
　
　
牛
乳
パ
ッ
ク
の
再
利
用

う
・
運
動
を
通
し
て
、
市
民
・

ゐ　
　
行
政
・
企
業
が
一
体
と
な

　
　
り
、
環
境
問
題
を
考
え
よ

　
　
う
と
い
う
「
牛
乳
パ
ッ
ク

国　
　
の
再
利
用
を
考
え
る
全
国

　
　
大
会
」
が
、
八
月
三
日
・

　
　
四
日
に
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

　
　
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
十

　
　
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、

　
　
「
か
ん
き
ょ
う
維
新
・
か

⑳
　
な
が
わ
」
を
テ
ー
マ
に
、

汐
荒
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地

母
　
域
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

　
　
を
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
報
告
。

　
　
ほ
か
に
も
竹
内
鎌
倉
市
長

　
　
の
記
念
講
演
や
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
ジ
ョ
ゼ
・
ピ
ニ
ュ
イ
ロ
＆
ボ
ト
の
ア

ー
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
展
示
ブ
ー
ス
で
は
、
行
政
・
市
民
団
体

企
業
な
ど
が
、
日
ご
ろ
行
っ
て
い
る
環
境

活
動
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
多
く
の

参
加
者
も
熱
心
に
一
つ
一
つ
の
ブ
ー
ス
を

見
て
い
ま
し
た
。

　
四
日
の
分
科
会
に
も
た
く
さ
ん
参
加
者

が
あ
り
、
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
大

盛
況
の
う
ち
に
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

再生紙を使ってみませんか！
私たちの資源回収で生まれた〈新聞古紙・上質古紙〉を含んだ再生紙です

地球環境を保護することにこだわり、環境汚染をなくすよう配慮して作りました。

再生紙を使うメリットは、省エネルギー・ゴミ減量・森林保護に役立ち、しかも経済

的なこと。私たちの願いは、地球の未来のために住みやすい環境を作ることです。

●リサイクルボーイ　トイレットペーパー（上質古紙100％の再生紙）

婆、

　　　欝轟1聾雛
・曲雛．

　　　　　　　　　　、翼　　＾’

　　簸

…　　蕪’i踊．嚢1・羅耀雛

さわったお尻は忘れない

サイズ 1ケースの入数 規格 10ケース以下　　11ケース以上

シングル（芯なし）　（1ケース8パック／1パック6ロール）48個　130m　1ケース3，360円　1ケース3，000円

＊上記債格は、1回のご注文につき1ケースあたり（各種・各サイズ込み）の価格です。消費税が別途かかります。
＊配送は、受注後2～3日以内（土・日は除く）。送料は無料です。10ケース以上のご注文については、別途ご相談ください。
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’・回

囲参加企業14社
15，320kg

でした

’96．7月

横浜市内スーパー他

　　105店舗

乙鍛纒
　　でした

グ

∠
上
山
翼

グ『

　　　　　つ

（曵　9σ
國

5，060kg

でした

3重　　＝　≡

品名 買入価格＊
　業者の売値8／29日経新聞よリ

新聞 1kg　O～1円 1kg　7～8円
雑　誌 1kg　　　O円 1kg　2～3円
段ボール 1kg　　　O円 1kg　　　8円
衣類くず 1kg　　　O円 1kg　　　5円
アルミ缶 1kg　10～20円＊＊

＊集団回収には「買入価格」が適用されます。

＊＊スチール缶などと選別してある場合の価格です。

★この価格は、500kg以上回収する団体に適用
　されます（個別回収1ま除外）。

　また取引条件により、多少の変化があります。

段ボールの回収標準手数料（集団回収以外）

★集団回収以外での段ボールの回収には、

　1回3，000円以上の手数料がかかります。

★段ボールは必ず束ねて出してください。

　　　　、購鷲聖

　　　　　課．・蹴智

鰹脚クル亥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・♪

　　　　㌔らない，；、・・VΦ

10月1日から受付開始
塵］045・316・5122

家
庭
・
学
校
・
職
場
…
。
毎
日
の
生
活
の
中

で
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
し
て
、
ふ
と
わ
か
ら
な

い
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

誰
か
に
聞
き
た
く
て
も
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し

か
っ
た
り
、
く
わ
し
い
知
識
の
あ
る
人
が
ま

わ
り
に
い
な
か
っ
た
ら
、
F
A
X
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
O
K
。

リ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン
に
一
言
い
い
た
い
と

い
う
人
も
大
歓
迎
！
あ
な
た
の
疑
問
を
で
き

る
限
り
早
く
解
決
し
ま
す
（
目
標
3
日
以
内
）
。

F
A
X
の
ご
質
問
に
は
、
必
ず
住
所
・
氏
名
・

F
A
X
番
号
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。

F
A
X
番
号
の
ご
記
入
が
な
い
と
お
返
事
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
を
！
。

ギ
モ
ン
の
中
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン
に

採
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ー
イ
・
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
を
差
し
上
げ
ま
す
。

無 　　月刊リサイクルデザイン

　　　　　第25号
　　　　　　●
　発行日1996年9月15日
　　　　　　●
　　　発行人　中野聰恭
　　　　　　●
　　　編集人宗村隆寛
　　　　　　●
　　　　　発行所
横浜市資源リサイクル事業協同組合

　　　　　〒220
横浜市西区平沼1丁目33番1号
　　東洋建物横浜ビル5階
　　TELO45・316。4050
　　FAX　O45・316・6050
　　　　　　●
　　　　スタッフ
　山岡秀明・荒川誠・武松昭男

　　杉山宜利・竹澤留美
　　　　　　●
　アドバイザー　佐々木美智子
　　　ライター　島秀子
　　　　制作　よしのたかこ
　　　　　　●
印刷　オリジナルプランニング

編集後記

ワリサイクルデザインもなんとか

3年目に突入しました。これもひ
とえに読者の皆さんのおかげです。

これからも変わらぬご支援をよろ

しく1新企画“What’sリサイク
ル？”のほうも、よろしくお願い
します。　　　　　　　（編集長）

募舘萎責雲㍊茗維襲毛

際に業者へ支払う奨励金を1円か
ら2円に戻すよう求める署名は、

37，794件集まりました。8月2日、

陳情書と合わせて市長に提出する

ことができました。ご協力いただ

きありがとうございました。

バックナンバー差しあげますp、、

潮徳覆馨毒翻∵＼，
　容045。316㌢憐050．顯メ汚滞ll、

　　　　　　　璽≡讐…

』月刊リサイクルデザインは、

市内の一部の区役所・地区

センターで無料配布してい

ますが、会員として定期購

瓢暮讃さる方も

●

♂
「
．

「
．
　
」

ご希望の方は、1年分1、000円（郵送料相当）を

郵便局の振替用紙を使ってお振込みください。

鼎座番号00210－3－64725

加入者　横浜市資源リサイクル事業協同組合

お届けば毎月20～23日。特にご指定がなけれ
ば、最新号からお送りします。

また、イベントなどについての情報を、別途お

知らせします。

ノ
／
＼
，


